











































































































































































































































オスは ODA でいったんは資金があふれ、その後は ODA
援助がなかなか付かないので、各社とも撤退しました。た
だ、サワンナケートをはじめとした東西回廊の効果やタイ
の洪水および政情不安の影響を受けて、タイから移転先を
探している日系企業が多い様です。自動車産業も、電気産
業もどこへ集積するのか分かりませんが、各社が迷ってい
る感じがあってラオスが脚光を浴びています。
　ただ、人口が600万人しかいないので、ラオスで人材を
集めるのは非常に大変だと聞いています。進出している企
業に話を聞くと、ミドリ安全靴さんでは「大手が来ると、
600万人はすぐに枯渇してしまいます。中小企業だからい
い」、第一電機さんだったかは「ラオスは、人材的にはそ
れほど優秀ではない」という両極端の意見でした。どうな
るのか、私には分かりません。
　われわれのニンビンというところはハノイから100キロ
ですが、山を越えるとルアンパバーンや、100～230キロく
らいでラオスに行けます。ところが、この東西方向の物流
はほとんどなくて、うちの営業をやっている副社長に陸路
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でラオスへ行ってもらいましたが、車で往復24時間以上か
かる。建設用資材の鉄筋を輸送するビジネスが結構あるよ
うなので注目をしています。
　一番おもしろかったのは、20年間ラオスで取引をしてい
るというベトナム人の問屋のおばさんの話でした。行って
みたら、新しいトレーラーを持っており、鉄筋とセメント
の袋をラオスへ運んでいるのです。通関して国境を通る際
は厳しいチェックがありますが、ラオスナンバーの車だ
と、当然ながらスムーズに入れます。彼女は、そういうビ
ジネスに投資しているのです。
　運んだ鉄筋などを、ラオスで仕事をしているベトナムの
業者が買いに来ます。支払はどうなっているのかと聞く
と、「１週間、長くても１か月くらいのうちに持ってきま
す」と。「それは送金ということですか？」「いいえ、持っ
てきます」「手形などはどうするのですか？」「ありませ
ん。もう20年やっているし信用しているから、何の心配も
ないです」とのことでした。
　それで結構儲かっているようです。ラオスで仕事をして
いるベトナムの建設会社と20年来の取引があり、鉄筋を供
給する人の顔と顔がつながっているから裏切らないので
す。
　「取引先は何社ありますか？」「10数社です」。その会社
の名前をたずねましたが、まだ教えてくれません。われわ
れに直接行かれたら困るのでしょう。顔でつながっている
のですね。これには私も驚きました。
　しかし、ここは伸びると分かりました。他の拠点にうち
の製品を置いてもいいかどうか聞いて、今営業調査をして
います。
５ ．PBLを活用して人材を採用
　設備投資の準備のために本社を説得するにあたっては、
人・物・金とはいいますが、やはり人材教育が大事だと思
います。前の関経連という職場で、PBL（Project Based 
Learning：課題解決型学習）という言葉を覚えました。
　関経連では、各会員企業にベトナム人や海外の留学生を
受け入れてもらう活動をやりました。その際、企業や大学
の方に集まっていただいて人材育成の問題点を話し合いま
したが、やはり PBL が大事なのでやってくださいと発信
する側でした。しかし、こんどは自分が実施する立場で
す。
　2014年の採用にはこの PBL を採用しました。2013年末
からインターンシップをやって、採用活動をしてみまし
た。「電炉ビジネスと環境」「ミニ高炉と環境」「住宅用鉄
筋と新規格」というテーマで、PBL という教育法を使い
ました。大卒の技術系と事務系を４人ずつ採ろうと思いま
したが、結局、採用したのは事務６人、技術２人です。事
務系６人のうち２人が男性で、４人が女性です。
　この写真で、私の横にいるのは、うちに電炉のセールス
に来ていた日本の会社のトップの方です。わざわざ日本か
ら来ていただき、電炉とは何かを講義してもらいました。
　また、住宅用の鉄筋について、この国の住宅マーケット
はどうなっているのか、私どもが立地しているニンビン省
の住宅局の方にお話しいただきました。PBL という手法
を使って地場・日本の企業・学生と会話ができたのです。
　これはハノイ工科大学で正規の授業としてやったのです
が、学生には非常に好評でした。最終的にハノイ工科大学
からは２人しか採りませんでしたが、最終面接のときに
は、なかなかいい講義なのでまたやってほしいという要望
がありました。さらに、最終面接の１人はインターンシッ
プを受けていませんでしたが、授業の評判を聞いてやって
来たという副次的な効果もありました。
　この国の優秀な男子学生は技術屋さんになるようで、事
務系の男子はほとんど採用できず、男性は結局４人来たう
ちの２人を採用しました。いい人を採用するには大事な事
は、「真剣勝負です」。
６ ．サン国家主席とのお話
　今、この国では、TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）
も併せて世界標準になるということで、鉄鋼の規格が標準
化されています。その中で、基準に満たない鉄筋が横行し
ていることが分かってきました。単純に言うと、鉄筋を細
く作る。太さが10ミリのはずの鉄筋が、９ミリしかないの
です。
　そうすると、断面積が「９×９＝81」となり、強度が２
割くらい低い鉄筋でも、10ミリとして売っています。一般
顧客はそれを知らずに買わされているというようなこと
が、北では横行していました。
　当社は真面目に規格を守って作りますが、地元の競合す
る会社ではそんなことをせずに作っており、それもだいぶ
影響を受けました。
　これは何とかしなければいけないと、ニンビン省の市場
管理委員会に実際に足を運び、不正品を排除してもらうと
いうことをどんどんやりました。市場管理委員会は各省に
あり、密輸品の取り締まりもやっているそうです。
　この写真の真ん中に写っているのは女性の書記ですが、
ニンビン省のトップです。48歳でテニスが得意な方です。
昨年、町長クラスから突然、省のトップに昇進しました。
ベトナムは今、政治の季節を迎えており、相当上に引っ張
り上げる人がいたのだろうという憶測も飛んでいます。彼
女にわれわれの工場に視察に来てもらうよう、アレンジも
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しました。
　実は、この真ん中に写っているのは共英製鋼名誉会長の
高島です。20年前にベトナムの設備投資を決断して推進し
たのは、本人ですが、サン国家主席に表敬訪問したいとの
ことで2014年５月にうまくアレンジができました。
　この20年間の共英製鋼の貢献がベトナムにとって非常に
有益で、サン国家主席が2015年春先に日本を訪れた際に大
阪にも立ち寄っていただき、高島が褒章を受けました。そ
の御礼ということで、高島がサン国家主席にお会いいただ
いたという経緯です。
　このときに私も驚いたのですが、サン国家主席から直接
「では北で仕事をしている山川さんが、何か困っているこ
とがありますか」と聞かれたのです。先程の QCVN 7（ベ
トナムの国家技術基準）の件では、ベトナム共産圏では
往々にあることですが、法の制定と執行という問題を象徴
的に感じていました。サン国家主席のリーダーシップでこ
れを施行してほしいというお話をしたところ「悪いことを
やっているメーカーの名前を教えてください」と言われま
した。
　しかし、それを言ったら大騒ぎになるので、「いいえ、
ニンビン省では非常によくやってくれています。ニンビン
省の協力に感謝をしていたとニンビン省の皆様に伝えてい
ただければ幸いです」とお願いしました。
　驚いたことに、翌日にはニンビン省の幹部が「サン国家
主席から電話があった」と話がありました。ちゃんとニン
ビン省に電話をしてくれているのです。何でも言いつけな
さいというのは、共産圏体質だとつくづく思いましたが、
行動は早い。
　また、うちの会社の投資誘致に興味があるのか、ニンビ
ン省の地域視察に来たときにわざわざ工場に来てくれまし
た。これも驚きました。「その後、うまくいっているか？」
と言うので「閣下のリーダーシップでうまくいっていま
す、ありがとうございました」と伝えました。
　ただ、「利益なき繁忙」ともお伝えしました。「たくさん
売れていますが、単価がどんどん下がっています。需給も
悪くなっています。鉄を多く作り過ぎています、需要をど
んどん増やしてください、そういう方策が必要です」とお
話をしました。
７ ．CSRとして地域貢献を推進
　共英製鋼はサン国家主席にも会えるようなステータスで
す。CSR（企業の社会的責任）にも取り組んでいます。ニ
ンビンに桜と鉄の花を咲かせたいということで、「桜プロ
ジェクト」を一生懸命に進めています。
　このアイデアは公安省のナム副大臣のアイデアです。彼
は、以前はニンビン省のトップでした。それで私もよくお
会いしているのですが、そのたびに「山川、桜と鉄はどう
なった」と聞かれ、「鉄はちょっと足踏みしていますが、
桜は一生懸命やっています」とお答えします。
　何かやっておかないと会いに行くチャンスもないので、
右下の写真です。今度はニンビンが世界遺産に登録される
ようです。ナムディンというベトナム最大のお寺に、桜を
植えています。
　名古屋のロータリークラブが桜を植える活動を一生懸命
にやっているのですが、ハノイで桜を植え終わったので、
来年ニンビンに植えてくださいとお願いしています。これ
は、公安のナム副大臣と会話をするチャンスを増やそうと
思ってやっています。やはり、会話のツールは必要だとい
うことです。
　左側の写真は、ニンビン省のわれわれの工場の目の前に
ある中学校のトイレです。生徒数が500人で、これは女子
用のトイレです。男子用のトイレは、小をするところは天
井がありません。女子の生徒は半分くらいだと思います
が、トイレは２つしかないという悲惨な状況です。
　学校のトイレの汚さは、ハノイでもホーチミンでもいろ
いろなところで問題になっているようです。日本の ODA
で立派な校舎を建てても、校舎とトイレは別で、トイレは
「忘れ去られた ODA 物件」といわれています。
　それを聞いたので、これを当社の鉄筋も使って何とかで
きないかと考えました。日本の大使館予算に草の根予算で
一件1000万円あるとのことで、今回は700万円で写真の真
ん中のブルーのものを作れそうです。
　当社の投資も遅れているので、当社の技術屋に言ったら
一生懸命やってくれました。ギソンセメントや前田建設な
ど、ここに書いてある企業さんも参画してくれて、今週も
ニンビン省に説明に行ってきましたが、700万円の予算で
トイレができそうです。
　これがまたおもしろいところで、ODA というのはそう
なのかと。お金がベトナム側にいったん入ると、本当は見
積合わせや三社見積などで入札しなければいけないので、
非常に時間がかかります。工事が完工したかどうかもちゃ
んとチェックしなければいけませんが、今回はそれをやめ
てくださいと話しました。早くやりたいからこのフォー
メーションで行かせてくださいと、上から担当者にもちゃ
んとお話を通してもらったので、分かったということにな
りました。
　これで分かるのは、ODA のお金の流れ方は硬直的だと
いうことです。具体的にいろいろなことをやると、分かっ
てくることがあります。
43共英製鋼のベトナム 事業展開と人材
８ ．住宅事情と金融制度や信用情報の関係
　大野先生にメモを書こうと思って、住宅の勉強をしてい
ます。ベトナムの住宅は持ち家の比率が20％といわれてい
ます。ところが、ハノイではマンションが70平方メートル
で10万ドルくらいです。年収4000ドルだとすると、その半
分をローンの返済に当てても50年かかる。いろいろなアル
バイトをたくさんやらないと返済できないということで、
住宅事情は非常に悪い。
　ではニンビンはどうかというと、70平方メートルの３階
建ての戸建てをうちの従業員が建てましたが、５万～７万
ドルかかっているようです。ほとんど自己資金か親族から
借りて、銀行からは借りません。
　ベトナムで銀行口座を持っている国民は２割といわれて
います。ハノイやホーチミンは違うと思いますが、国民の
大多数は田舎に住んでいて、そのほとんどが口座を持って
いません。銀行を信用していません。借入金は銀行に頼ら
ざるを得ないのですが、10％という非常に高い利息です。
　うちの社員の持ち家比率は30％ですが、それでも30％で
す。やはり、この国で鉄筋を増やしていくためには持ち家
比率を上げてもらって、鉄筋コンクリートの家を建てても
らう。そういう目的で、トイレの勉強もしています。
　日本の住宅政策は、1950年に住宅金融公庫ができて、文
化的な生活のために資金の融通をしました。固定金利です
が、戦後420万戸足りないといわれた住宅は、国の政策も
あり、40年間に5500万戸も建設されたそうです。
　ベトナムでは、中間層向けの住宅政策として、国連の下
部組織であるハビタットの支援を受けて韓国の住宅政策を
導入することにしたそうですが、うまくいっていないよう
です。近年は労働者向けの住宅を支援するそうで、やはり
住宅金融公庫的なものをつくるのが理想ではないかと思い
ます。
　ベトナムでは、2016年１月～３月に共産党大会が開催さ
れる予定のため、今は政治の空白期間です。あらゆる政策
の実行が止まっています。ニンビン省の地方官僚も、口を
開けば「山川さん、来年2015年の９月までに工場を作りな
さい」と言います。新工場建設が簡単にできるわけがない
と言っていますが、再びサン国家主席に実際にお会いし
て、ベトナムの住宅金融公庫をつくったらどうかと政策提
言ができるほどの準備を、ニンビン省で提案したいと思っ
ています。地方の時代という事です。
　ポイントは、固定金利です。銀行も、日本の大手銀行は
こちらに来ていますが、そこでお話を聞くと、この国にも
手形法はあるものの、手形交換所がありません。だから、
手形は流通していない。そして、不渡りという概念があり
ません。借りた金を返せなくなったら「ごめんなさい、今
はないから１か月後に」「ないから１年後に」となります。
　しかし、先ほどのラオスのおばさんは、20年間で顔がつ
ながっているので、お金が回っています。ビジネスがあり
さえすればお金は回りますが、この国の最大の問題は与信
というものが広まっていないことだと痛感しています。
　銀行で話を聞いても、手形交換所がないので、ある銀行
で不渡りというか塩漬けになって取引できなくなったら、
ほかの銀行へ行く。銀行間の情報交換もないので、そこで
また借ります。ゾンビ企業が、いくらでもあるのです。
　そういう構造になっているところで、唯一しっかりして
いるのは、私は公安だと思いました。なぜなら、去年、私
が社長になってから現場の社員を日本へ６人送ろうとし
て、公安に出国願を出したところ、そのうちの１名が拒否
されました。
　理由は、かつてカンボジアで酒を飲んで暴れたことが、
公安の記録に残っていたのです。公安はそこまで調べてい
るのかと驚きました。国民一人ひとりのファイルがあっ
て、大変な情報量です。そして、法律違反やトラブルが
あった人のファイルは厚いのです。
　個人の情報がこれほどあるということは、与信情報は公
安と連携したらうまくいくかもしれません。日本の銀行と
組んで、与信の問題を少し中に入ってやれば内需の拡大が
できるかもしれないと思っています。
　なぜそういうことに気がついたかといいますと、ある日
本の銀行の幹部の方が来たので、今は与信で苦労している
ので、ちょっとお願いしますと言ったら、「うちのような
都市銀行に頼んだら、だめに決まっています。都市銀行
は、初めからそんなことはやっていない。日本でも、地銀
の仕事です。ここに地銀がないのなら、山川さんが自分で
やってください。うちの銀行を使ってもらってもいいけれ
ど、Ａというユーザーのチェックのためだけに使ってくだ
さい。その機能は、山川さんがやらなければだめです」と
のことで、納得しました。
　要するに、何もないと思って諦めずに、ないものは作り
ましょう。おそらく、この国にはまだ作るものが山ほどあ
るというのが今の実感です。それがうまく設備投資につな
がればいいと思っています。ご静聴ありがとうございまし
た。
